（別紙３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設名　　　　　　　　　　

施設設備に関する調書

１　施設の種類（　既存施設　・　新設施設　）

２　認定の種類（　幼保連携型　・　幼稚園型　・　保育所型　・　地方裁量型　）
３　幼保連携施設の建物等について

（１）同一の敷地内又は隣接する敷地内に（ある　・　ない）

（２）「ない」場合について

　　①運営の一体性を確保するために配慮すること

　　②移動経路の状況

③移動方法、移動時間
④施設間の距離

４　園舎の面積
　　（１）３歳以上児の学級数　（　　　　）－ア
　　（２）満３歳未満児用保育室、ほふく室、乳児室の面積　（　　　　　　）㎡－イ
　　（３）必要面積　｛（ア－２）×１００＋３２０｝　＋　イ＝（　　　　　　）㎡
（４）園舎の面積（　　　　）㎡
５　保育室等

	部屋名・組名
	面積
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６　屋外遊戯場

　　（１）満２歳以上の子どもの数（　　　）人　－ウ　
　　（２）満２歳以上満３歳未満の子どもの数（　　　）－エ
（３）満３歳以上の学級数　（　　　）－オ　　　　　　　　
　　
（４）必要面積　①　ウ×３．３＝（　　　　　）㎡　
　　　　　　　　　　②　エ×３．３＋｛（オ－３）×８０＋４００｝＝（　　　　　）㎡　
（３）屋外遊戯場の面積　　（　　　　）㎡

　　（４）設置されている遊具

　　（５）屋外遊戯場が園内に（　ある　・　ない　）

　　（６）「ない」場合の付近の代替地について

　　　　　①所在地及び所有者

　　　　　②移動経路の状況

③移動方法、移動時間

④施設間の距離

　
　　　　　⑤安全確保の配慮

（記入上の注意）

・既存施設とは申請の時点においてすでに一定期間運営をしている施設であり、新設施設とは認定こども園の認定後に運営を開始する施設である。

・屋外遊戯場に関して付近の代替地として私有地を利用する場合には、当該私有地の利用に関する賃貸借契約書を添付すること。

・条例で規定する園舎の必要面積は１学級ならば１８０㎡、２学級以上ならば（（学級数－２）×１００＋３２０）㎡である。
